
　月は赤十字運動月間です

2022年
5月
日赤みやぎ号314

　これまでタイと宮城の青少年赤十字メンバーは、国際交流事業で相互に国を行き来し、親
睦を深めてきましたが、コロナ禍で交流ができなくなりました 。そのような中、3月26日（土）、
3年ぶりにオンライン上で20名のメンバーが繋がり、好きなことや自分の国のことを英語で表
現しながら自己紹介をし、東日本大震災の語り部さんのお話を聴き、気づき・感想を共有しな
がら交流しました。メンバーからは「それぞれ視点や捉え方に違いがあることが分かり、良い
刺激になった」「震災のお話から、今を大切に何事にも挑戦していこうと思った」など感想が
寄せられました。

タイと宮城の青少年赤十字メンバー（高校生）がオンラインで交流！
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やさしいこころを未来へつなごう!
　青少年赤十字（通称 JRC）は、子どもたちのやさしさや
思いやりを引き出し、育てる赤十字の事業です。相手のこと
を思いやることが「人道の心」を育むことに繋がり、豊かな
心を持った子どもたちの成長に結びつくことがいじめ等の学
校が抱える問題解決の一助となることを期待しています。

青少年赤十字とは？

青少年赤十字

奉仕

社会のため、人のために
今できることから実行する

健康・安全

自分やみんなのいのちと
健康を大切にする

国際理解・親善

世界の人々を知り、
なかよく助け合う精神を養う

「気づき、考え、実行する」　力を育てています

・あいさつ運動

・小中学校と地域の防災訓練

・看護学校の訪問・体験学習

・一円玉募金活動

活動例

・赤十字救急法を学ぶ

・緑化清掃活動

・学校間、地域の皆さんとの交流

・外国の皆さんと交流に発展

数字でわかる青少年赤十字

14,502 ・・・・  全国の加盟校数

3,456,479 ・・・  子どもたちの数
宮城県では146校31,601名が活動しています!

令和3年3月31日現在

青少年赤十字は今年（2022年）5月5日で100周年を迎えます！

▲私の考える青少年赤十字を掲げる県内加盟高校の生徒

特設ページは
こちら!

100周年のテーマは、

　JRC加盟校の子どもたちが改めて日々行っている活動
を見つめなおす機会を作ります。

（例）

災害に備える力を育てる取り組み　

JRC での経験が
その後にも役立っています！

▲自分たちに出来ることを考え
紙面発表

▼たくさんの子どもたちが真剣にお話を聞いています。

防災ガイドブック
まもなく完成します！

宮城県青年赤十字奉仕団
       菅原  美穂さん

青少年赤十字で広がる学び

　中学生のとき、部活の先生がきっかけでJRCに出会いました。学

校周辺のゴミ拾い、老人ホームの訪問、募金活動の呼びかけ、文化祭

で障害者支援施設の利用者さんが作ったパンを販売する活動をして

JRCが好きになり、高校でもリーダーシップを身につける研修会や国際交流に参加し

ました。卒業後には、数々の出会いや発見から得られる学びを深めたいと青年赤十字

奉仕団に入りました。そんな私には、ボランティアを続けて学んだことがあります。

それは、ボランティアを受ける側のニーズを考える大切さです。赤十字7原則に「公平」

がありますが、その人それぞれが求めているものを与えるのが公平です。自分たちに

出来ることだけでなく、相手のことを考えたいと思いました。赤十字で活動すること

を通してその気づきが得られたこと、考えた経験、そして実行したことが私の人生の

財産となっています。このことを、他の人にも伝えていければいいなと思っています。

　県内の高校生・中学生の代表が集まり、赤十字の基本原則や防災・減災
についての心構え、救急法などを学ぶことで人道的な価値観を身につけ、
さらに集団生活の中での奉仕の実践等を通してリーダーシップの取り方
を育成します。

　東日本大震災の記憶や教訓を
若い世代に伝えていくため、全
国の青少年赤十字加盟校に語り
部さんの生の声を配信する
「JRCオンライン語り部LIVE」を
行っています。また、パートナー
シップ協定を結んでいる仙台
89ersと協力して防災ガイドブック
を作成し、県内の学校に配付す
る予定です。

J R C 加盟は
   カンタン !

１ ご興味のある先生から組織振興課まで連絡ください。加盟は無料です。（TEL：022-271-2252）
２ 事務手続き完了後、加盟に伴う提供資材を送ります。
３ 学校裁量で青少年赤十字を取り入れて活動いただけます。
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子どもたちのリーダーシップを
引き出す取り組み

▲ドローイングチャレンジ！
指 1本で支え合い、図形を作ります。

▲研修を終えて集合写真

※いずれも令和元年度実施

のぼりを掲げる

私の考える青少年赤十字を言葉にする

日々行っているJRC活動の見える化
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5月は赤十字運動月間です！

お役立ち情報 非常食かんたんレシピ非常食かんたんレシピ

▲ 3月：福島県沖地震の際に、
　避難所に毛布を搬送しました。 

おしらせ

　赤十字の創設者アンリ―・デュナンの誕生日が5月8日、日本赤十字社の前身である博愛社の設
立が5月1日であることから、5月は赤十字運動月間となっています。赤十字は、国費などの公費に
頼らず、皆様から寄せられる「活動資金（会費）」によって支えられていますので、これからも皆さま
の赤十字事業へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

▲ 4月：商業施設で救命の方法を
　来場者に伝えました。

赤十字への
支援は

こちらから！

活動資金は、赤十字が行う国内災害救護、講習普及事業、赤十字ボランティア
青少年赤十字、国際活動など日々さまざまな人道的活動に使われています。

▲3月：JRC加盟校がウクライナ人道危機救援
金を寄せてくれました。各国赤十字社とのネッ
トワークを通じて、支援活動に使われます。

〒981-0914　宮城県仙台市青葉区堤通雨宮町 4-17　（宮城県仙台合同庁舎 8 階）

TEL：022-271-2252　FAX：022-275-3004
MAIL：info@miyagi.jrc.or.jp
ホームページ：https://www.jrc.or.jp/chapter/miyagi/
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